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近年,エネルギー問題の解決のため,水分解光電極の研究・開発が精力的に進められて

いる.中でも,酸化マンガンや酸化コバルトなどの金属酸化物を光電極表面に修飾すると,

効率的な酸素生成サイトとして機能するため,光電極の性能が著しく向上することが知ら

れている.そのため,光電極から酸素生成触媒へのキャリア移動の観測や,高活性な酸素

生成触媒の反応メカニズムの解明を行うことで,より高効率な光電極材料の開発を行う

ための指針を得ることが強く望まれている.我々はこれまで,軟X線から硬X線に渡る様々

なX線吸収分光法によって,「水分解光電極上の酸素生成触媒のオペランド観測」をキー

ワードに研究を行ってきた.本講演では,硬X線吸収分光法による酸素生成助触媒への

キャリア移動の観測に関する発表を行うと共に,硬X線および軟X線吸収分光法を駆使し

た高効率な酸素生成触媒のオペランド観測に関する研究成果を紹介する. 
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